
支
部
だ
よ
り

３
年　

谷
中　

宏
太
朗

僕
は
、
和
歌
山
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高
校

総
体
・
陸
上
競
技
砲
丸
投
げ
に
出
場
し
て
来
ま

し
た
。
昨
年
果
た
せ
な
か
っ
た
決
勝
戦
に
進
出

し
、
10
位
の
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
大
会
直
前
ま
で
は
、
昨
年
10
月
以
降
超
え

ら
れ
て
い
な
い
総
体
予
選
通
過
ラ
イ
ン（
15
Ｍ
）

を
突
破
し
、悲
願
の
決
勝
進
出
を
目
標
に
、日
々

練
習
し
て
き
ま
し
た
。
試
合
当
日
は
、
自
分
を

信
じ
、力
を
出
し
切
る
こ
と
に
集
中
し
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
自
己
ベ
ス
ト
を
超
え
る
記
録
で

予
選
通
過
し
、
決
勝
で
も
更
に
記
録
更
新
で
き

ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
ご
指
導
い

た
だ
い
た
平
野

先
生
は
じ
め
、

当
日
、
早
朝
か

ら
駆
け
つ
け
、

炎
天
下
の
中
応

援
し
て
く
れ
た

仲
間
達
の
後
押

し
が
あ
っ
た
か

ら
だ
と
思
い
ま

す
。
高
校
最
後

の
夏
、
最
高
の

思
い
出
と
な
り

ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

平成27年度 大学別現役合格者数一覧

大学名 現役
北海道 9
東北 4
秋田 1
山形 2
茨城 5
筑波 4
宇都宮 3
群馬 1
埼玉 1
千葉 10
お茶の水 1
東京 1
東京外語 4
東京学芸 1
一橋 2
横浜国立 4
金沢 3
福井 3
山梨 5
信州 5
岐阜 2
静岡 40
浜松医科 2
愛知教育 2
名古屋 6
名古屋工業 1
三重 3
滋賀 1
京都 2
大阪 1
神戸 1
鳥取 1
広島 5
佐賀 1
大分 1
琉球 1

計 139

【 国 立 大 学 】
大学名 現役

札幌市立 2
秋田県立 2
茨城県立医療 1
前橋工科 1
首都大東京 3
神奈川保健福祉 1
横浜市立 5
新潟県立 1
都留文科 1
岐阜県立看護 1
静岡文芸 5
静岡県立 18
名古屋市立 2
滋賀県立 1
大阪市立 1
岡山県立 1
県立広島 1

計 47

【 公 立 大 学 】

大学名 現役
札幌保健医療 2
国際医療福祉 1
城西 2
獨協 4
文教 1
神田外語 1
千葉工業 5
千葉科学 1
青山学院 6
亜細亜 1
学習院 1
北里 1
杏林 1
国立音楽 1
慶應 3
國學院 1
国際基督教 1
国士舘 1
駒澤 9

【 私 立 大 学 】

大学名 現役
水産大学校 1
京都伝統工芸大学校 1
静岡医療科学専門学校 1
岩手農業大学校 1
中日本航空専門学校 1

計 5

【準大学・専門学校等】

大学名 現役
青山学院女短 1

計 1

【 短 期 大 学 】

実践女子 2
芝浦工業 2
順天堂 4
上智 4
昭和女子 1
女子美術 2
白百合女子 1
成蹊 4
成城 4
専修 13
創価 1
玉川 3
多摩美術 1
中央 17
津田塾 2
東海 1
東京造形 2
東京電機 3
東京農業 13
東京理科 10
東洋 13
日本 18
法政 22
武蔵 1
東京都市 5
武蔵野 2
武蔵野美術 3
明治 23
明治学院 17
明治薬科 1
立教 7
早稲田 4
神奈川 15
神奈川工科 4
金沢星稜 1
金沢工業 2
岐阜女子 2
静岡産業 1
静岡理工科 1
聖隷クリスト 5
常葉 86
静岡英和学院 2
浜松学院 1

愛知 3
愛知医科 3
愛知学泉 1
愛知工業 1
金城学院 1
中京 16
名古屋外語 5
名古屋芸術 1
名古屋女子 5
南山 8
名城 6
名古屋学芸 5
京都外語 3
京都女子 3
京都精華 1
京都光華女子 2
同志社 12
同志社女子 8
立命館 35
龍谷 3
大阪芸術 1
関西 1
関西外語 1
近畿 5
関西学院 2
四国 1

計 495

陸
　
上
　
部

棋
　
道
　
部

３
年　

寺
尾　
　

駿

こ
の
度
私
は
栃
木
県
の
那
須
高
原
で
行
わ
れ

た
全
日
本
自
転
車
競
技
選
手
権
男
子
ジ
ュ
ニ
ア

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
出
場
し
て
き
ま
し
た
。
一
口

に
自
転
車
競
技
と
い
っ
て
も
競
輪
場
や
室
内

バ
ン
ク
で
行
わ
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
競
技
、
公
道
や

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
あ
る
専
用
サ
ー
キ
ッ
ト
で
行

わ
れ
る
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
、
未
舗
装
路
の
コ
ー
ス

で
行
わ
れ
る
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
や
Ｂ
Ｍ
Ｘ
な

ど
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
私
が
出
場
し
た

の
は
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
競
輪
用
の
自
転
車
と
違

い
ブ
レ
ー
キ
や
変
速
機
が
つ
い
て
い
る
自
転
車

で
順
位
を
競
う
種
目
で
す
。レ
ー
ス
当
日
は
雨
、

１
周
16
㎞
の
特
設
コ
ー
ス
は
完
全
に
ウ
ェ
ッ
ト

で
し
た
。
３
周
目
の
下
り
で
前
の
選
手
が
落
車

し
、危
う
く
巻
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
て
し
ま
っ
た
た
め
集
団
に
置

い
て
い
か
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
な
ん
と
か

こ
ら
え
ま
し
た
。
そ
の
後
も
濡
れ
た
路
面
と
疲

れ
か
ら
か
落
車
が
何
度
も
発
生
し
そ
の
度
に
足

止
め
を
受
け
、
最
終
的
に
は
ち
ぎ
れ
て
し
ま
い

残
り
２
周
の
時
点
で
Ｄ
Ｎ
Ｆ（
足
切
り
）と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
実
力
が
十
分
に
発
揮
で
き

ず
不
甲
斐
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
全
国
の

舞
台
を
経
験
で
き
た
貴
重
な
機
会
で
し
た
。
応

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
競
技

を
続
け
、
ま
た
来
年
こ
の
全
日
本
の
舞
台
に
立

て
る
よ
う
今
後
も
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

自
転
車
競
技

連
日
30
度
を
超
す
暑
さ
と
、
日
本
の
何
処
か
で
集
中
豪

雨
の
報
で
、
愈
々
日
本
列
島
が
亜
熱
帯
地
方
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
昨
今
で
す
。
熱
中
症
で

倒
れ
る
人
が
多
い
の
も
高
温
の
せ
い
か
将は

た

又ま
た

日
本
人
が
ひ

弱
に
な
っ
た
せ
い
か
と
疑
問
に
思
っ
て
い
る
所
で
す
。

さ
て
、
関
東
支
部
の
昨
年
八
月
以
降
の
活
動
状
況
に
つ

い
て
、
以
下
の
と
お
り
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

記

26
年
９
月 

正
副
会
長
、
幹
事
に
よ
る
懇
談
会

（
七
月
の
同
窓
会
の
反
省
と
次
回
の

展
望
に
つ
い
て
）

26
年
12
月 

年
四
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
豪
雨
の

為
中
止
し
、
お
茶
会
で
解
散
）

27
年
３
月 

本
部
常
任
委
員
に
杉
本
副
会
長
を

推
薦
・
決
定

27
年
７
月 

来
年
の
関
東
支
部
同
窓
会
会
場
を

選
定
委
員
会
を
つ
く
り
視
察
・
東

海
大
学
校
友
会
館
（
霞
ヶ
関
ビ
ル
）

で
仮
押
え

27
年
10
月 

正
副
会
長
幹
事
会
、
来
年
の
同
窓

会
に
向
け
た
会
議
（
予
定
）

28
年
３
月 

正
副
会
長
幹
事
会
（
予
定
）

28
年
５
月 

同
窓
会
開
催
案
内
発
送
（
予
定
）

28
年
６
月 

正
副
会
長
幹
事
会
・
同
窓
会
最
終

打
合
せ
（
予
定
）

28
年
７
月
９
日 

第
十
二
回
関
東
支
部
同
窓
会（
予
定
）

な
お
大
宇
根
幹
事
よ
り
、
活
性
化
の
為
に
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
た
ら
と
の
提
案
あ
り
検
討
中　

以
上

川
合
　
正
矩
（
35
回
）

関
東
支
部

中
京
支
部
は
愛
知
県
・
岐
阜
県
・
三
重
県
に
居
住
の
同

窓
生
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

総
会
・
懇
親
会
を
２
年
に
１
度
開
催
し
て
お
り
、
今
年

９
月
27
日
に
”
メ
ル
パ
ル
ク
名
古
屋
“
に
て
開
催
し
ま
す

の
で
、
こ
の
「
千
南
原
」
が
皆
様
の
所
へ
配
布
さ
れ
る
頃

に
は
終
わ
っ
て
い
ま
す
。 横

山
恵
一
郎
（
29
回
）

中
京
支
部

東
高
同
窓
会
島
田
支
部
は
、
平
成
十
九
年
に
発
足
し
、

設
立
以
来
伊
藤
孝
氏
（
33
回
卒
）
が
支
部
長
を
務
め
て
支

部
の
礎
を
築
い
て
ま
い
り
ま
し
た
が
平
成
二
十
六
年
九
月

二
十
日
の
支
部
総
会
で
、
蓑
川
和
道
（
39
回
卒
）
に
交
代

い
た
し
ま
し
た
。
又
今
年
の
八
月
二
十
九
日
に
は
、
定
例

の
支
部
役
員
会
を
開
催
し
本
部
組
織
規
約
委
員
長
よ
り
指

示
の
あ
り
ま
し
た
当
支
部
か
ら
の
女
性
の
本
部
常
任
委
員

を
決
定
す
る
予
定
で
す
。
そ
し
て
、
支
部
と
し
て
百
周
年

に
向
け
組
織
を
活
性
化
し
て
い
か
に
す
そ
野
を
広
げ
て
い

く
か
に
と
り
く
み
、
若
い
世
代
の
役
員
へ
の
登
用
、
百
周

年
に
向
け
十
年
後
に
行
動
で
き
る
（
50
回
卒
）
〜
（
55
回

卒
）の
中
か
ら
若
干
名
副
支
部
長
を
選
出
す
る
所
存
で
す
。

以
上
当
支
部
の
去
年
夏
か
ら
の
動
き
、
そ
し
て
今
後
の
活

動
予
定
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

蓑
川
　
和
道
（
39
回
）

島
田
支
部

藤
遠
会
（
志
太
中
藤
枝
東
高
遠
江
地
区
同
窓
会
山
城
睦

（
37
回
）
会
長
）
浜
松
支
部
総
会
・
懇
親
会
も
42
回
目
。

今
年
は
10
月
９
日
で
す
。

一
昨
年
は
34
名
、
昨
年
は
35
名
の
出
席
、
21
回
生
か
ら

69
回
生
ま
で
幅
広
く
参
集
し
ま
し
た
。
残
念
な
の
は
常
連

の
長
老
18
回
本
間
（
旧
姓
高
田
）
昭
様
が
欠
席
（
本
年
３

月
急
逝
）
さ
れ
た
事
で
し
た
。

懇
親
会
は
初
対
面
同
士
も
徐
々
に
打
ち
解
け
思
い
が
け

な
い
出
会
い
が
あ
っ
た
り
旧
交
を
温
め
た
り
有
意
義
な
一

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

〈
開
催
日
時
・
会
場
〉

平
成
27
年
10
月
９
日
㈮
19
時

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
浜
松
（
総
支
配
人
・
繁
本
武
雄
39
回
）

浜
松
市
中
区
東
伊
場
（
０
５
３-

４
５
２-

２
１
１
２
）

Ｏ
Ｂ
の
方
々
ま
よ
わ
ず
奮
っ
て
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

大
塚
　
義
郎
（
34
回
）

浜
松
支
部

夏
は
追
憶
の
季
節
、
亡
き
人
を
し
の
び
、
わ
が
身
の
来

し
方
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
た
だ
加
え
て
例
年
に
な
い
猛

烈
な
暑
さ
、
雨
の
少
な
さ
に
悩
ま
さ
れ
、
何
事
に
も
消
極

的
に
な
っ
て
い
る
自
分
に
気
づ
き
ま
す
。

さ
て
、
同
窓
会
支
部
の
動
向
を
書
く
よ
う
に
依
頼
さ
れ

ま
し
た
が
平
成
25
年
11
月
23
日
に
焼
津
支
部
総
会
を
開
催

し
て
以
来
、
特
に
報
告
す
る
事
項
も
な
く
申
し
訳
な
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
昨
年
の
母
校
90
周
年
行
事
の

折
、
式
典
終
了
の
後
、
焼
津
の
文
化
会
館
で
お
祝
い
の
会

が
催
さ
れ
る
の
で
は
、
と
勝
手
に
思
い
込
み
、
戸
本
先
輩

と
共
に
小
ホ
ー
ル
の
確
保
も
お
願
い
し
、
そ
の
折
に
は
焼

津
支
部
が
全
面
的
に
協
力
を
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
し
た
。

そ
ん
な
訳
で
今
後
は
規
約
通
り
３
年
に
一
度
の
総
会
を

来
年
（
平
成
28
年
）
秋
頃
を
予
定
し
行
動
し
て
い
く
予
定

で
す
。
し
た
が
っ
て
28
年
度
に
入
り
ま
し
た
ら
早
々
に
役

員
会
を
開
催
し
、
役
員
改
選
も
含
め
て
準
備
し
て
い
く
予

定
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

永
田
　
實
治
（
28
回
）

焼
津
支
部

河
村
　
正
史
（
39
回
）

静
岡
支
部

８
月
１
日
、
静
岡
市
内
の
ク
ー
ポ
ー
ル
に
お
い
て
、
小

山
新
会
長
、
松
浦
副
会
長
、
各
務
事
務
局
長
の
御
出
席
を

頂
き
静
岡
支
部
総
会
と
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
支
部
は
平
成
23
年
に
設
置
さ
れ
て
以
来
毎
年
開
催
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
規
約
に
よ
り
ま
す
と
、
総
会
も
役
員
の

任
期
も
３
年
毎
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
会
員
の
た
っ
て
の

希
望
に
よ
り
毎
年
開
催
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。し
か
し
、

開
催
に
向
け
て
の
事
務
量
と
財
政
的
理
由
か
ら
、
こ
れ
ら

を
２
年
と
す
る
よ
う
規
約
改
訂
を
し
ま
し
た
。
楽
し
み
に

し
て
下
さ
っ
て
い
る
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
誠
に
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
次
回
は
平
成
29
年
で
す
。

当
日
は
、
東
良
子
副
支
部
長
に
よ
る
「
魂
の
人
︱
村
越

化
石
の
生
涯
と
仕
事
」
と
題
す
る
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

郷
土
の
俳
人
で
母
校
の
先
輩
が
、
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
苦

労
の
中
で
、
清
廉
な
精
神
を
持
ち
、
万
物
に
対
す
る
慈
し

み
の
心
を
一
七
文
字
に
歌
い
続
け
て
天
寿
を
全
う
さ
れ
た

こ
と
を
知
り
、
感
動
致
し
ま
し
た
。

役
員
に
も
新
た
に
、
幹
事
長
加
藤
訓
義
（
38
回
）、
幹

事
に
濱
村
耿
夫
（
38
回
）、
宮
澤
勲
（
38
回
）、
福
田
敬
弘

（
60
回
）、石
川
茂
吏（
76
回
）の
各
会
員
が
加
わ
り
ま
し
た
。

静
岡
市
内
に
住
居
或
い
は
職
場
が
あ
る
方
は
お
気
軽
に

御
参
加
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

７
月
12
日
。
藤
枝
市
駅
南
の
中
島
屋
中
華
飯
店
で
開

催
。
東
高
卒
業
50
年
、
節
目
の
年
の
集
い
に
１
０
５
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。
恩
師
の
塩
沢
伸
介
（
33
Ｈ
担
任
）、

萩
原
昌
明
（
35
Ｈ
担
任
）
両
先
生
も
駆
け
付
け
て
く
れ

ま
し
た
。
参
加
者
全
員
、
意
気
軒
昂
。
楽
し
い
夏
の
ひ

と
時
を
過
ご
し
た
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

第
38
回（
昭
和
40
年
卒
）同
期
の
集
い

尚
、
中
京
支
部
で
は
同
窓
生
の
懇
親
目
的
の
会
は
”
藤

愛
会
“
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

藤
愛
会
活
動
状
況
及
び
今
後
の
計
画

①
年
初
に
発
表
の
年
間
行
事
日
程
表
ど
お
り
に
進
め
ま
す
。

②
定
例
会（
中
京
支
部
関
連
の
相
談
も
こ
の
会
で
行
う
）

は
毎
月
1
回
夕
方
行
っ
て
い
ま
す
。（
毎
月
の
定
例

会
に
は
な
る
べ
く
多
く
の
同
窓
生
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。
事
務
局
へ
連
絡
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
日
程
表
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
）

③
マ
ー
ジ
ャ
ン
会
は
定
例
会
の
日
の
昼
間
に
行
い
ま
す
。

④
ゴ
ル
フ
会
は
年
4
回
計
画
し
、
今
年
は
3
月
（
東
建

塩
河
）、
4
月
（
富
士
可
児
）
で
行
い
ま
し
た
、
10

月
（
東
建
塩
河
）、
11
月
（
富
士
可
児
）
で
行
う
予

定
と
し
て
い
ま
す
。

⑤
旅
行
会
は
年
3
回
計
画
し
5
月
に
三
谷
温
泉
へ
行
き

ま
し
た
。
10
月
（
恵
那
峡
温
泉
）
と
12
月
（
美
濃

白
川
に
て
”
し
し
な
べ
を
楽
し
む
会
“）
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

⑥
年
末
に
翌
年
度
の
行
事
日
程
表
を
作
成
し
ま
す
の
で

必
要
な
方
は
事
務
局
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

転
勤
な
ど
で
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
に
移
住
さ
れ
た
方
は

事
務
局
へ
連
絡
下
さ
い
。

中
京
支
部
・
藤
愛
会
事
務
局　

木
村
昭
夫
（
33
回

－

昭
和
35
年
卒
）

携
帯
電
話
：
０
９
０

－

７
６
０
０

－

４
３
２
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
５
６
８

－

７
０

－

０
５
２
０　

E-m
ail

：cep74200@
nyc.odn.ne.jp　

　
　
　

以
上

＊
同
期
会
開
催
の
お
知
ら
せ
＊

57
回
生
（
昭
和
58
年
度
卒
業
）
の
集
い
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　

平
成
27
年
11
月
21
日
㈯
16
時
〜

場
所　

藤
枝　

小
杉
苑
に
て

問
い
合
わ
せ　

鈴
木
克
彦

☎
０
９
０
︱
４
１
６
４
︱
７
２
４
５

２
年　

小
林　

和
平

僕
は
、
静
岡
県
高
等
学
校
囲
碁
選
手
権
大
会

個
人
戦
で
優
勝
し
、
７
月
末
に
東
京
都
で
行
わ

れ
た
全
国
高
等
学
校
囲
碁
選
手
権
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
囲
碁
部
門
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
高
校
選

手
権
で
は
１
次
リ
ー
グ
３
回
戦
で
負
け
て
し
ま

い
、
２
勝
１
敗
で
１
次
リ
ー
グ
敗
退
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
あ
と
１
勝
で
ベ
ス
ト
16
と
い

う
所
ま
で
行
け
た
の
で
、こ
の
経
験
を
生
か
し
、

来
年
の
選
手
権
で
は
ベ
ス
ト
16
以
上
を
目
標
に

精
一
杯
努
力
し
た
い
で
す
。
総
文
祭
で
は
全
国

の
高
い
レ
ベ
ル
を
肌
で
感
じ
、
他
校
の
選
手
と

交
流
す
る
こ
と
が
で
き
と
て
も
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
は
こ
れ
か
ら
の
活

動
の
励
み
に

な
る
と
思
い

ま
す
。

今
ま
で
支

え
て
く
れ
た

両
親
、部
員
、

顧
問
の
先
生
、

生
徒
会
、
同

窓
会
、
そ
の

他
関
係
の

方
々
に
は
本

当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
新
聞
部
が
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
新
聞
部
門
及
び
「
そ
う
ぶ
ん
ニ
ュ
ー
ス
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

（右端　小林君）

部
活
動
等
の
全
国
大
会
出
場
報
告

＊同窓会事務局からのお願い＊
　事務局では会員の皆様の連絡先をデータ
ベース化し、きちんと会報がお手元に届くよ
うに努力しております。連絡先に変更のある
場合は、下記までご一報ください。なお、公
表その他目的外の使用は致しません。同窓会・
同期会等の集まりを開催の場合は、是非同窓
会ホームページをご利用ください。
　各支部別に、企業・団体内の同窓会組織の
掘り起こしを行いたいと考えております。

　〈同窓会事務局〉
〒426-8577　藤枝市天王町 1-7-1
静岡県立藤枝東高等学校同窓会事務局
TEL 054-645-3527　　FAX 054-645-3529
メールアドレス：fh-dousoukai@cy.tnc.ne.jp
ホームページ：http://www.fujiedahigashi.jp/

（毎週月・水・金　午前中　事務員〔青島〕が
在席しております。）

藤枝東高校90周年記念事業募金の御礼並びに御報告
　日頃本校及び同窓会の発展に御尽力を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、創立90周年記念事業につきましては、会員各位からの御寄付のお
蔭をもちまして、千南原会館の改修等を実施し、生徒の教育環境充実を図る
ことができました。各位の御支援・御厚情に心より感謝申し上げます。
　どうぞ今後ともより一層、同窓会各位の温かい御支援を賜りますようお願
い申し上げる次第です。
　なお、御協力いただきました募金の収支結果を、以下のとおり御報告させ
ていただきます。

藤枝東高等学校創立90周年記念事業実行委員会

《創立90周年記念事業募金収支報告》
収入総額　　21,288,746円
支出総額　　21,137,991円
差引残額　　 150,755円

　収入の部（主な経費）
　　寄　付　金 （1,393件　8,288,000円）
　　繰　入　金 （同窓会　7,000,000円、学校後援会・PTA　6,000,000円）
　　雑　収　入 （預金利息）

　支出の部（主な経費）
　　記念式典費（会場費・式典費用）
　　記念講演費（記念講演・公演講師等経費）
　　記念事業費（千南原会館改修費、屋根清掃経費、排水調査等経費）
　　記 念 誌 費（記念誌・記念ＤＶＤ発行経費）
　　国際交流費（台南第一高級中学との短期交換留学等経費）
　　広報事務費（記念クリアファイル作成経費）

　※残額は創立100周年記念事業関係の積立に移行して管理いたします。

平成27年（2015 年）10月１日千　南　原 第29号（4） 同　窓　会　報


